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大学院口腔科学研究科授業科目の履修等について 
Ｒ７．４．１ 

歯学部事務課 

 

１ 教育・研究上の目的 

１）口腔保健学専攻は、口腔保健学を中心とした長寿福祉口腔保健学に関する豊かな専門的知識・技能

及び科学的探求心を身につけた、次世代の歯科衛生士教育を担う教育・研究者又は健康長寿社会の実

現に貢献する高度専門職業人の養成を目的とする。 

 

２）口腔科学専攻は、口腔科学を中心とした生命科学に関する学術の理論及び応用の教育研究を通して、

幅広い科学的基盤を持ち、かつ、専門性に秀でた、教育・研究・臨床並びに歯科行政などの分野で指

導的役割を担う人材の養成を目的とする。 

 

２ 基本的事項 

１）単位の基準 

講義、演習は１５時間をもって、実習、実験実習は３０時間をもって１単位としています。 

 

２）学期 

 前期は４月１日から９月３０日まで 

後期は１０月１日から３月３１日まで 

 

３）授業時間  

１時限 ８時４５分～１０時１５分 

２時限 １０時３０分～１２時００分 

３時限 １３時００分～１４時３０分 

４時限 １４時４５分～１６時１５分 

５時限 １６時３０分～１８時００分 

６時限 １８時１５分～１９時４５分 

７時限 ２０時００分～２１時３０分 

 

３ 教育方法 

本研究科の教育は、「規定されている授業科目の授業」と「指導教員が行う研究課題の研究の指

導及び学位論文の作成を指導する研究指導」によって行います。 

 なお、外国人留学生には英語による特別コースが置かれています。 
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４ 修得すべき授業科目と単位数（修了要件） 

１） 口腔保健学専攻（博士前期課程） 

大学院に２年以上在学し、３０単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士論

文の審査及び最終試験に合格する必要があります。 

開設授業科目の中から、必修科目１０単位と選択科目２０単位以上の合計３０単位以上を履修

してください。 

なお、履修する授業科目の選択にあたっては、予め指導教員の指導を受けなければなりません。 

上記の履修に当たっては、 

○基礎科目（共通カリキュラム科目）のうちから４単位 

○専門科目：必修科目１０単位 

口腔保健学特論科目から２単位以上 

「医療倫理と研究倫理」を履修すること 

臨床系コース学生の専門科目（口腔保健学課題専攻科目） 

⇒同コース内の講義４単位、演習４単位、実習６単位 

教育・研究系コース学生の専門科目（口腔保健学課題専攻科目） 

⇒同コース内の講義４単位、演習４単位、実習６単位 

以上、合計３０単位以上を修得してください。 

 

 

２） 口腔保健学専攻（博士後期課程） 

大学院に３年以上在学し、１２単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論

文の審査及び最終試験に合格する必要があります。 

開設授業科目の中から、必修科目２単位と選択科目１０単位以上の合計１２単位以上を履修す 

る必要があります。 

  なお、履修する授業科目の選択にあたっては、予め指導教員の指導を受けなければなりません。 

上記の履修に当たっては、 

○基礎科目（全専攻系共通カリキュラム科目）のうちから２単位（※ただし、博士前期課程において既に修得した科目は除く） 

○専門科目：必修科目２単位 

専門展開科目から４単位（ただし、博士前期課程において「医療倫理と研究倫理」を履修していないときは、 

この科目を履修すること） 

課題研究科目から４単位 

以上、合計１２単位以上を修得してください。 

 

 

３） 口腔科学専攻（博士課程） 

大学院に４年以上在学し、３０単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論

文の審査及び最終試験に合格する必要があります。 

開設授業科目の中から、必修科目１０単位と選択科目２０単位以上の合計３０単位以上を履修

する必要があります。２年次からは研究指導に入りますので、１年次に修了要件を満たすよう

心掛けてください。 

なお、履修する授業科目の選択にあたっては、予め指導教員の指導を受けなければなりません。 

上記の履修に当たっては、 

○全専攻系共通カリキュラム科目、各専攻系間共通カリキュラム科目のうちから４単位、 

○専門科目：必修科目１０単位 

口腔科学課題専攻科目から「医療倫理と研究倫理」を履修し、指導教員の担当する授業科目から講義2単位、 

演習2単位及び実験実習４単位 

他の授業科目から講義又は演習を４単位以上 
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口腔科学課題専攻科目の※印の授業科目から１科目（４単位） 

以上、合計３０単位以上を修得してください。 

５ 授業科目の履修登録 

授業を履修し、単位を修得するためには履修登録の手続を行う必要があります。履修科目の決定

は関係規則等及び授業時間割を熟読し行ってください。 

なお、履修関係資料は新入生オリエンテーション時に配付します。 

 

 １）博士前期課程の登録 

   修了要件に必要な科目（必修・選択）について、授業時間割を見ながら履修登録科目届を学務

係へ提出してください。 

   なお、「口腔保健学特論」は特別講義を受講し、その都度、履修手帳を担当教員に提出し押印又

はサインをもらい、３０時間以上になれば、学務係へ履修手帳を提出してください。 

 

２）博士後期課程の登録 

  修了要件に必要な科目（必修・選択）について、授業時間割を見ながら履修登録科目届を学務

係へ提出してください。 

 

 ３）博士課程の登録 

   修了要件に必要な科目（必修・選択）について、授業時間割を見ながら履修登録科目届を学務

係へ提出してください。 

   なお、「先端口腔科学特論」は特別講義を受講し、その都度、履修手帳を担当教員に提出し押印

又はサインをもらい、６０時間以上になれば、学務係へ履修手帳を提出してください。 

 

 ４）履修登録の確認 

 履修登録は、所定の期間中に履修科目届を提出してください。履修登録期間終了後は、徳島大

学の教務システム上で履修登録状況を確認できます。教務システムマニュアルは、オリエンテー

ションで配布します。また、教務システムへのログインには、ｃアカウントが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 口腔科学研究科授業概要「シラバス」 

  徳島大学歯学部のホームページから、「教育・学生生活」を選択し、次に「シラバス」をクリッ

クしてください。 

（シラバスのホームページ： 

 https://www.tokushima-u.ac.jp/dent/campus/kogi_gaiyo/syllabus.html ） 

 

７ 試験・評価 

１）試験の受験資格 

出席回数が２／３以上あることが条件となります。 

 

 

■ｃアカウント 

学生番号１２３４５６７８９０の場合 

      １２３４５６７８９０ → ｃ１２３４５６７８９ 

      ※末尾１桁をとり、前に小文字のcをつける 
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２）本試験 

試験の授業科目、日時その他必要な事項は、予め告示します。レポート提出で試験に読み替え

ているのがほとんどです。 

 

４） 成績評価 

 

 成績評価基準及び成績証明書等に記載する表示（「成績表示」という。）は次のとおりです。 

合否 成績表示 評価点の範囲 基準 

合格 

Ｓ 

（Outstanding） 
100～90 

科目の到達目標を充分に達成し、極めて優秀な成果

を収めている。 

Ａ 

（Excellent） 
89～80 科目の到達目標を充分に達成している。 

Ｂ 

（Good） 
79～70 科目の到達目標を達成している。 

Ｃ 

（Fair） 
69～60 科目の到達目標を最低限達成している。 

認 

（Qualified） 
認定 

単位認定：入学前の既修得単位（修了要件を満たす

単位数となるが、ＧＰＡの計算には含めない。） 

不合格 Ｄ 59以下 
科目の到達目標の項目の全てまたはほとんどを達

成していない。 

成績の確認は、学務課（医学部）の外に設置されている証明書自動発行機で行ってください。 

 

 

４）追試験（病気その他で本試験を受験出来なかった人対象） 

次の学期末に追試験を受けることができます。担当教員と相談して試験日を設定してください。 

 

５）再試験（本試験で不合格となった人対象） 

授業担当教員と相談して試験日を設定してください。 

 

６）カンニング等不正行為に対する措置 

懲戒処分の対象となります。 

※レポート作成時における全面的なコピーペーストは不正行為として取扱います。 

 

７）成績評価等の申立て 

 成績評価や出席率の算定等について疑義がある場合は、授業担当教員又は学務係に申し出ること

ができます。詳細については巻末の関係規則等で確認してください。 

 

８ その他 

１）授業の欠席手続き 

授業を欠席する際は予め、担当授業教員に連絡してください。 

 

２）休講 

台風等により気象警報等が徳島県徳島市に発令された場合の授業の休講措置等は次のとおりで

す。 

昼間開講の授業については、午前７時に「暴風警報」、「大雨警報」、「大雪警報」、「洪水警報」

（以下「警報」という。）又は特別警報（波浪特別警報を除く。以下「特別警報」という。）が発
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表中である場合は午前の授業を休講とし、午前１１時に警報又は特別警報が発表中の場合は、午

後の授業を休講とします。また、夜間に開講する授業については、午後４時に警報又は特別警報

が発表中の場合はすべての授業を休講とします。 

 

３）他の大学院、外国の大学院での授業科目の履修 

大学院学則第９条及び第２７条の規定に基づき、所定の願書を本研究科長に提出して許可を受

け、「派遣学生」として修得した単位の認定は、相手方の成績証明書等により本研究科が行います。 

 

４）長期履修学生制度 

    この制度は、学生が職業を有している等の事情により、標準修業年限を超えて一定の期間にわ

たり計画的に教育課程を履修し、修了することができる制度です。 

   ただし、入学後（在学中）に申請の場合は翌年度からの適用になります。 

 

５）学位の授与 

  博士・・・・・博士（歯学）もしくは 博士（学術） 

   博士前期・・・修士（口腔保健学） 

  博士後期・・・博士（口腔保健学）もしくは 博士（学術） 

 

６）早期修了 

 ■口腔科学専攻（博士課程）および口腔保健学専攻（博士後期課程） 

   博士の学位は、博士課程については４年以上、博士後期課程については３年以上在学し、必要

な単位を修得し、かつ、論文審査及び最終試験に合格した者に授与します。ただし、徳島大学大

学院学則第１２条第１項ただし書、同条第２項ただし書、同条第３項ただし書及び同条第４項た

だし書に定めるとおり、極めて優秀な学生が、所定の水準に達したと認められた場合は、修業年

数の特例（早期修了）を承認し、学位を授与することがあります。 

  

７）社会人学生の皆様への受講に係る配慮 

■口腔保健学専攻（博士前期課程および博士後期課程） 

ア）講義等は夜間にも開講します。 

イ）「生命倫理概論」、「臨床心理学」、「社会医学・疫学・医学統計概論」、「英語論文作

成法」、「生命科学の研究手法」、「医療系分野における知的財産学概論」、「生命科学コ

ミュニケーション特論」の７科目は、e-learningで受講することも出来ます。 

 

■口腔科学専攻（博士課程） 

ア）講義等は夜間にも開講します。 

イ）「生命倫理概論」、「臨床心理学」、「社会医学・疫学・医学統計概論」、「英語論文作

成法」、「生命科学の研究手法」、「臨床医科学概論」、「医療系分野における知的財産学

概論」、「生命科学コミュニケーション特論」の８科目は、e-learningで受講することも出

来ます。 

 

８）各種証明書の発行 

学務課（医学部）の外に設置の証明書自動発行機で出力してください。ただし、英文証明書等

自動発行機で発行できない証明書は、余裕を見て学務係に申し出てください。 

 

 ９）アカデミックレコードの作成 

   各学年の年度末に所定様式（Excel シート）にて学務係に提出してください。様式は、学務係

から送付します。 
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１０）大学院修了時アンケートの提出 

   最終学年の年度末に大学院修了時アンケートを実施しますので、ご協力の程お願いします。 

 

 

１１）学生証について 

学生証は、本学の学生であることを証明するもので、附属図書館等の入退館カード、図書館利

用証（貸出）、定期健康診断の受付、各種証明書の発行の機能があります。また、生協電子マネー

Supicaや生協ミールプランの機能も利用できます。大切な物なので、紛失しないよう注意してく

ださい。 

本証を紛失したときは、生協電子マネーSupica の不正利用を防止するため、生協事務所

（088-652-1073）に連絡し、生協電子マネーSupica等の利用停止手続きを行ってください。 

期間更新、氏名変更等による再交付は無料ですが、汚損又は紛失による場合は有料（1,100円）

となります。 

上記に係る「再発行の申請」手続きは、学務係で行ってください。 

 

１２）徳島大学版トランスファラブルスキル 

大学院において身につけた高度な専門性を有する知識や能力を発揮し、社会で成果をあげる

ためには、専門分野における知識や技能及び倫理観をはじめとする態度の修得に加えて、求め

られる状況に転移し、応用することができる能力が必要になります。そのような能力を「トラ

ンスファラブルスキル」といいます。徳島大学では、「徳島大学版トランスファラブルスキル」

を定めており、すべての研究科において修士課程、博士課程（前期・後期含む）の教育プログ

ラムの中で、体系的にトランスファラブルスキルの育成を行っています。 

 

＜徳島大学版トランスファラブルスキル＞ 

１．高度な知識や技術、社会的課題を扱う際の判断力と責任感 

２．異なる分野や領域の課題に関心を持ち自身の専門性を発揮する力 

３．自身の研究を他者に伝えるコミュニケーション力やプレゼンテーション力 

４．自身の研究と社会や地域とのつながりを見出す力 

 

トランスファラブルスキルを育成プログラム一覧については、HPで公開しています。 

詳細については以下URLからご確認ください。 

https://www.tokushima-u.ac.jp/highedu/docs/52117.html 

 

※関係規則等は別紙のとおり 

１ 徳島大学大学院学則 

２ 徳島大学大学院口腔科学研究科規則 

３ 徳島大学大学院口腔科学研究科における授業科目の履修方法等に関する細則 

４ 徳島大学大学院口腔科学研究科における長期にわたる教育課程の履修に関する規則 

５ 徳島大学大学院口腔科学研究科学位規則実施細則 

６ 徳島大学大学院口腔科学研究科学位論文審査基準・提出基準 

７ 徳島大学大学院口腔科学研究科における成績評価等の申立てへの対応に関する申合せ 


